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目的　 演者 らは、 フレ アー スカー－ トの揺動 性につい て、 こ れまでに３報 にわた り報告し

て きた。　これ らは、 いず れも スカ ート形状 の試料を用 いた研究 であ ったが 、 スカ ートの揺

動性 を推定 するため の資 料を得 るに は、布 自体の揺 動性も 解明する必要 がある と考えた。

そこ で本報で は、JIS 法 のドレ ープテ スタに使用さ れる試 料台と同一 の大 きさ の試験片支

持板 を有する 揺動装置を 試作し、 大 きさ ならびに中心 の布 目方向の異 なる試験片 を用い て

織物 の揺動 性について 検討した 。

方 法　 ① 試験片の大 きさは、半 径45.6oitiの全円、1 ／2 円、1 ／4 円 とし た。全円 を除 く各

試 験片の中心 布目方向 はたて、 よこ、 バイヤ スの３ 種とし た。試料 は10 種である 。②半 径

6.35cm の 試験片支持板 を有す る揺動 装置に60 度円弧 運動を 与え、 試験片の揺動 を下方 より

ビ デオに記 録し、観 察し た。 揺動速 度は　72pps から168pps まで、12pps 毎に9  段階を設 定

し た。③ ②と同様の方 法で試 験片を 揺動させ、試 験片に表 出した ノート の下端 の揺動 軌跡

を下方 からとらえ、 これをも とに揺動 面積を求 めた。軌跡 の測定 位置は、 たて、 よこ、 バ

イヤ スの布目方向に 最も近い ノ ート の凸部とし た。ただし 、全円 と中心布 目方向が バイヤ

スとな る1 ／2 円以 外の試験片 は、測 定可能な方向 の みの測 定であ る。

結果　 ①試 験片 の揺動 は、 揺動 装置の動 きに追 従 するが、 揺動 速度の増 加にとも ない追

従が困 難と なり、108   ~ 120pps 以 上で は揺動 装置の動 きと逆方 向に揺動 する傾向に ある。

②剛軟 度が布 目方向に より大 きく異なる ポリ エ ステ ルタフタ は、 ノートが 不均一と なりや

すい。 従って 他の試料に比 し、測 定位 置に よる揺動 面積の差 が大とな る傾向にあ る。
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培 養 細 胞 （ ム ラ サ キ、 ア カ ネ、 オ ウ レ ン ） の 色 素 を 活 用 す る 染 色 に つ い て

武 庫 川 女 大 家 政　　　　 ○ 麓　　 泉　　 村 山 早 智 子

三 井 石 化 ・ 生 工 研　　　　 菅　 忠 三

［ 目 的 ］　 植 物 染 料 で 染 色 さ れ た 繊 維 製 品 は、 自 然 志 向 に 対 応 し た 色 の 風 合 い と 安 全 性 が、

高 く 評 価 さ れ て お り、 こ れ ら の 染 料 を 一 定 品 質 で 安 定 に 供 給 す る こ と が で き る、 培 養 細 胞

に よ る 生 産 技 術 が 注 目 さ れ 始 め て い る。 最 近、 紫 根 に 加 え、 ア カ ネ （ 日 本 茜 ）、 オ ウ レ ン

の 色 素 も 培 養 法 で 生 産 す る こ と が 可 能 に な つヽ た の で、 こ れ ら 三 種 の 培 養 細 胞 色 素 を 用 い て

染 色 可 能 な 色 の 範 囲 な ど の 消 費 性 能 に つ い て 検 討 す る。

［ 方 法 ］　 こ れ ら の 培 養 細 胞 （ カ ル ス ）ifi ら、 水 ま た は 水 一 有 機 溶 剤 混 合 物 に よ っ て そ れ

ぞ れ の 色 素 成 分 を 抽 出 し、A  B,      Ni,      Cu,      Fe な ど の イ オ ン を 用 い た 絹 に 対 す る 媒 染 染 色 を

行 う に あ た っ て、 そ れ ら 抽 出 液 の 混 合 割 合、 媒 染 剤 の 種 類、 あ る い は 媒 染 順 序 （ 先 媒 染、

後 媒 染 ） 等 の 組 合 せ に よ っ て、 色 相、 明 度、 彩 度 に 変 化 を 求 め る 試 染 を 行 い、 測 色 値 に 基

づ い て 顕 色 範 囲 を 調 べ る と 共 に、 耐 光 性、 耐 昇 華 堅 牢 度 等 に つ い て 検 討 し た。

［ 結 果 ］　 ア カ ネ と ム ラ サ キ の カ ル ス 色 素 の 混 合、 ア カ ネ と オ ウ レ ン の カ ル ス 色 素 の 重 ね

染 め 等 に よ っ て、 色 相 環 上 に お け る 黄、 檀、 赤、 赤 紫、 紫 系 の 色 が 連 続 的 に 得 ら れ、 こ れ

に ム ラ サ キ カ ル ス 色 素 のN  i先 媒 染 で 得 ら れ る 堅 牢 度 の 比 較 的 高 い 青 系 の 色 を 適 宜 応 用 す る

と、 引 続 き 青 紫、 青、 青 緑、 緑、 黄 緑 系 の 色 が 得 ら れ て、 色 相 環 を ほ ぽ 一 周 す る、 植 物 染

料 独 特 の 柔 ら か な 色 調 の 色 が 染 色 で き た。 媒 染 剤 に よ つヽて は 明 度 の 低 い 色 （ 焦 茶 色 な ど ）

も 得 ら れ、 ま た、Fe 先 媒 染 で ム ラ サ キ カ ル ス 色 素 を 高 濃 度 に 使 用 す る と、 堅 牢 度 の 高 い 純

黒 色 が 得 ら れ た。 ム ラ サ キ カ ル ス 色 素 の　A i 先 媒 染 に よ る 紫 系 の 色a 、 染 色 後 にCu 後 媒 染

を 施 す こ と に よ っ て 耐 光 性 を 増 し、 耐 昇 華 堅 牢 度 を’著 し く 増 進 さ せ る こ と が で き た.


